
【区間】相模鉄道本線星川駅～天王町駅を含む
【延長】約１．９ｋｍ
【踏切除却数】９箇所（事業開始時点で全て開かずの踏切）
【事業主体】横浜市
【事業期間】平成１４～令和３年度
【施工方法】仮線方式(一般部)、直上方式(星川駅)

事業概要

全線高架化に伴う星川2号踏切のストック効果

平成30年11月全線高架化切替え前後

全線高架化式典

連続立体交差事業のストック効果

相模鉄道本線（星川駅～天王町駅）連続立体交差事業

星川6号踏切付近の切替状況

凡例
開かずの踏切

ボトルネック踏切
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災害時等における緊急活動が迅速化！

①鶴ヶ峰２号踏切渋滞状況 ②踏切待ちによる救急活動支障状況 ③鶴ヶ峰５号踏切横断状況

保土ヶ谷バイパス

【事業中】
星川駅～天王町駅間
（H30.11全線高架化）

踏切における慢性的な渋滞が解消！ 通学路の安全性の確保！

相模鉄道本線（鶴ヶ峰駅）連続立体交差事業

【区間】相模鉄道本線鶴ヶ峰駅付近(西谷駅～二俣川駅)
【延長】約２．８ｋｍ
【踏切除却数】 10箇所（開かずの踏切５箇所）
【事業主体】横浜市
【事業認可】令和４年度事業認可取得を目標
【施工方法】地下方式

事業概要

位置図

説明会の状況(昨年度)

周辺状況

説明会実施状況
・ 事業説明
令和元年５月 ご参加人数：188名
・ 環境影響評価方法書
令和元年11月 ご参加人数：205名
・ 都市計画市素案
令和２年２月 ご参加人数：251名

着工準備期間【5年を目途】

国との協議
(構造形式確認)

都市計画決定・
環境影響評価
等の手続

国との詳細
設計協議

事業認可
手続 着工

事前調査・設計

現時点

平成30年3月

スケジュール

令和４年度目標

着工準備採択

市の事業方針決定
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